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　　1　本稿の課題
　季稿は，第一回「国勢調査」（！920年）にもとづき倉敷市域の町村の住民構
成を検討し，これを通じてこの市域の町村の特徴を明らかにしょうとするも
のである。現在の倉敷市は，かつての白血郡，児島郡，浅口郡に属する町村
から成り立っている。この倉敷市域は，近世期におけるわが国の主要な棉作
地の一つであった備前西部から備中南部にかけての地域であり，また商品流
通の拠点を含み，商品経済の進展の著しいところである。明治以降も岡山県
にあって工業化のもっとも進んだ地域である。このような農業・工業併進地
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域における地域的結合の進展過程の検討が課題となるが，ここではそのよう
な展開過程を追究するに先立ち，町村の特徴を人口統計から概観する。この
ような内容の本稿は資本主義の成立・展開にともなう地域の変化を検討しよ
うという研究の一環をなす。
　第1図はこの倉敷市域の町村の位置図である。ここで検討する時点での諸
町村はその多くがまず倉敷市，児島市，玉島市の三市のいずれかとなり，や
がてそれらが倉敷市となった。この3市が合併して倉敷市となった後に倉敷
市に合併した村もあるが，ここでは都窪郡に属する町村を倉敷地区，児島郡
に属する町村を児島地区，浅口郡に属する町村を玉島地区とする。
　以下の検討において依拠する資料である岡山県の「国勢調査」は，『大正九
年国勢調査報告書府県の部第三十二巻岡山県』である。これのほかに
若干の他の資料を補足的に用いていく。
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2　世帯数・人口
　（1）世帯数・人口
　第1表は，この市域の町村の世帯数および人口を示すものである。
　この表において，まず注目すべきことは，各町村の男女構成である。男
100に対する女の指数は岡山県全県は101．2，岡山市は106．6であるが，この
倉敷市域の町村でそれらを上回っているのは，万寿村142．2，味野町133．1，
倉敷町118．5，蜜蝋町113．7，玉島町！12．3，黒崎村110．9，藤戸町108．2であ
る。ことに万寿村，味野村の大きさは岡山県下の全町村のなかで抜群であ
る。他方，それが著しく小さいのは下津井町で，90．1ある。こころみにこの
地域以外でそれよりも小さい町村としては，この下津井町と同じ児島郡の宇
野町，日比町，藤田村がある。県下全町村には，この下津井町と同じ程度の
町村がいくつかあるが，宇野町と日比町はこれまた抜群である。万寿村，味
野町は女が著しく多く，宇野町，日比町は男が著しく多いということにな
る。この宇野町，日比町二つの町は倉敷市域ではないが，特徴を端的に示す
のでこれからもみていく。
　いずれにしても各町村の男女別構成の相違があること，そして対臆的な町
村があることが明らかとなった。
　この表において注目すべき第二の点は総人口における普通世帯人口であ
る。岡山県全県では，男97．4％，女97．7％，男女計97．5％，岡山市は‘，男
91．6％，女90．0％，男女計90．8％であるが，男女計においてこれを下回るの
は，味野町78．9％，万寿村83．0％，倉敷町90．4％である。琴浦町94．0％，玉
島町95．1％，茶屋町95．2％も岡山市を下回るものではないがかなり小さい。
男女別にみると男については岡山市を下回るものは立野町の88．5％のみで，
ほかでは倉敷町，茶屋町，下津井町が全県を下回るに過ぎず，ほかの町村は
全県を上回る。男女合計において全県をかなり大きく下回り，岡山市さえも
下回るのは女のそれによるということになる。女についてみると，味野町
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第1表　世帯数・人口 （1920年）
総　　　　　　　　　　　　数 内　　普　　通　　世　　帯 普　通　世　帯　の　比　率
人　　　　　　口 人　　　　　　　口 人　　　　　　口世　帯 合計
?
女
男100に
ﾎする女 世　帯 合計
?
女
1世帯ｽ均人員 世　帯 合計 ? 女
岡山県 266，770L217，698605，31612β82101．2 264，7491，187，642589，537 598，1055．0 99．2％ 97．5％ 97．4％ 97．7％
岡山市 21，42394，58545，77948β06106．6 21，09185，8644L93743，927 4．7 98．5 90．8 9L6 90．0
倉敷町 2，933 12，864 5，887 6，977118．5 2，89011β24 5，626 5，9984．0 98．5 go．4 95．6 86．0
大高村 961 4，584 2，272，312101．8 960 4，582 2，272 2，310 4．8 99．9 100．0 100．0 99．9
萬寿村 1，348 6β19 2，τ33 3，886142．2 1，3335，497 2，6了1 2，826 4．1 98．9 83．0 97．7 83．5
中洲村 961 4，442 2，228 2，21499．4 958 4，422 2，208 2，214．6 99．7 99．5 99．1 100．0
中庄村 819 3，664 1β21 L843101．2 818 3，662 1βエ9 1β43 4．5 99．9 99．9 99．9 100．0
帯江村 668 3，130 1，577 L55398．5 668 3，130 L577 1，553 4．7 100．0 100．0 100．0 100．0
菅生村 863 3，763 1，898 1，865 98．3863 3，763 L898 1，865 4．4 100．0 100．0 100．0 100．0
豊洲村 477 2，309 1，163 L14698．5 475 2，299 L154 1，145 4．8 99．6 99．6 99．2 99．9
茶屋町 L140 5，021 2，433 2，588106．4 1，1214，779 2β27 2，452 4．3 98．3 95．2 95．6 94．7
庄　　村 1，118 5β92 2，667 2，725102．2 1，1ユ8 5β92 2，667 2，725 4．8 ユOD．0 ユ00．0 ユ00．0 ユ00．0
粒江村 465 2，274 L129 1，14510L4 465 2，274 1，129 L145 4．9 100．0 100．0 100．0 100．0
福田村 2，018 9，237 4，613 4，624100．2 2，0159，230 4，609 4β21 4．6 99．9 99．9 99．9 99．9
藤戸町 677 2，867 1，377 L490108．2 674 2，851 1，370 1，4814．2 99．6 99．4 99．5 99．4
味野町 1，062 5，188 2，226 2，962133．1 LO44 4，094 1，971 2，133 3．9 98．3 78．9 88．5 72．0
赤崎村 548 2，297 1，ユ67 ユ，ユ30 96．8 546 2，28ユ L155 1，126 4．2 99．6 99．3 99．0 99．6
下津井町 2，011 8，291 4，362 3，92990．1 L978 8，102 4，192 3，910 4．1 98．4 97．7 96．1 99．5
本荘村 571 2，416 1，178 1，238 105．1569 2，411 1，174 1，2374．2 99．6 99．8 99．7 99．9
小田村 1，032 4，470 2，185 2，285104．6 LO24 4，412 2，148 2，264 4．3 99．2 98．7 98．399．1
留浦町 2，440 10，758 5，033 5，725113．7 2，412 1G，112 4，888 5，2244．2 98．6 94．0 97．191．2
郷内村 1，120 4，776 2，3882，388100．0 Ll12 4，721 2，366 2，355 4．3 99．3 98．8 99．1 98．6
玉島町 4，615 20，916 9，853 11，063112．3 4，581 19，8819，741 10，140 4．3 99．3 95．1 98．6 91．7
長尾村 842 3，586 1，7811β0510L3 838 3，577 1，777 L800 4．3 99．5 99．7 99．8 99．7
河内村 958 4，282 2，142 2」40 99．9 958 4，282 2，142 2，140 4．5 100．0 100．0 100．0 100．0
富田村 1，095 5，127 2，569 2，55899．6 1，0955，127 2，569 2，5584．7 100．0 100．0 100．0 100．0
連島町 2，369 10，196 4，971 5，225101．5 2，367 10，181 4，962 5，2194．3 99．9 99．9 99．8 99．9
黒崎村 1，468 6，640 3，149 3，491 110．9 1，4626，588 3，099 3，489 4．5 98．3 99．2 98．4 99．9
註）r大正9年国勢調査報告書府県の部第32巻岡山県』より作成．
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72．0％，万寿村83．5％，倉敷町86．0％が岡山県を下回り，琴浦町91．2％，玉
島町91．7％もかなり小さい。以上の町村は世帯人口のなかで，準世帯人口が
多いということを示すのであるが，ここにあげた町村はそれが多いというこ
とになる。そして，その町村は第一点の検討で浮びあがってきたものと重な
るものが多いのである。
　こころみにこの倉敷市域には入らないが比較のためにあげる児島郡宇野
町，日比町はそれぞれ男は96．5％，93．1％で岡山市ほどではないがかなり大
きい。
　（2）世帯数・人口の推移
　この「国勢調査」は1920年を第一回とする。したがって，この1920年段階
のものを同一の資料によって遡及することはできない。そこで『岡山県統計
書』掲載の現住人口の対比によって推移における位置づけをしたい。この
「県統計書」に現住人口を町村別に掲載する最：初の年は1902（明治35）年で
あるが，第2表は，この年と1920（大正9）年との間の現住人口の増減を示
す。この間の増加率をみると岡山県は7．0％であるが，岡山市は！7．2％で
あって，都市での人口増加は大きい。この倉敷市域についてみると，多くの
町村で岡山県を上回るのみでなく，いくつかの町村でこの岡山市をはるかに
上回る増加をみせている。それが著しいのは下津：井町213．4％，万寿村
159．6％，味野町99．7％であり，倉敷町57．0％，i琴浦町47．6％も大きい。これ
らの人口増加率の大きい町村は増加を男女別にみると，いずれの町村も男女
ともに増加しているが，多くは女の増加率の方が男のそれよりも大きい。万
寿村，味野町がその著例である。万寿村は男は2倍になったが，女は3倍に
なった。味野町は男は6割増えたが，女は1．4倍になった。このようななかで
下津井町が男は2．2倍に，女es　2倍に増加するというように，男女ともに，む
しろ男が女を上回る増加率で増加している。
　このように多くの町村が岡山県を上回り，さらにかなりの町村が岡山市を
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第2表　現住人口の増減（1902～1920年間）
増　　減　　数 増　　減　　率
?
女 計
?
女 計
岡　山　県 24，912人 58，384人 83，301人4．1％ 10．1％ 7．0％
岡　山　市 4，451 9，663 14，114 1L1 22．8 17．2
倉　敷　町 L768 3，073 4，84141．6 72．3 57．0
大　高　村 76 202 ユ78 3．3 9．4 4．0
萬　寿　村 1，402 2，665 4，072 105．2 218．8159．6
中　洲　村 66 159 225 3．1 8．0 5．5
中　庄　村 一730 一2731，003 一28．7一12．9 一21．6
帯　江　村 283 266 549 20．3 19．8 20．1
菅　生　村 一15 168 153一7．3 9．7 4．0
豊　洲　村 一74 一15 一89一6．0 一L3 一3．7
茶　屋　町 203 674 877 9．1 35．2 21．1
庄　　　村 129 344 473 4．6 13．6 8．9
粒　江　村 23 179 101 2．0 17．6 4．6
福　田　村 一110 59 331 一22 1．3 3．5
藤　戸　町 一59 151 92 一3．9 1LO 3．2
味　野　町 782 1，592 2β74 63．0 ユ39．6 99．7
赤崎村 83 156 242 7．7 16．0 11．8
下津井町 3，255 2，932 6，187 219．6 199．3 213．4
本　荘　村 133 163 296 10．6 13．6 12．1
小　田　村 345 379 724 18．1 21．7 19．9
琴　浦　町 1，601 1，703 3，304448 50．5 47．6
郷　内　村 一10 215 226 一〇．38 9．4 4．6
玉　島　町 331 1，179 1，510 3．2 12ユ 7．5
長　尾　村 124 270 394 7．0 17．4 1L9
河　内　村 423 428 851 23．7 26．4 25．0
富　田　村 65 313 368 2．5 13．8 7．6
連　島　町 一528 一139 一667一8．9 一25 一5．8
黒　崎　村 340 657 997 10．7 22．1 16．2
註1）r明治35年岡山県統計書』r大正9年岡山県統計書』より作成．
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はるかに上回るこの地域にあって，岡
山県を下回る町村もあり，ことに中庄
村，豊洲村，連島町のように男女とも
に減少している町村，しかも中庄村の
ごとくかなり大きく減少しているとこ
ろさえある。大高村，中洲村，菅生
村，福田村，郷内村なども全県を下
回っている。この地域にあっても町村
によって人口増減はかなり大きな差違
がある。
　さらに，現住人口の対本籍人口をみ
よう。第3表はそれを示す。岡山県は
男90，4，女95．5であるが岡山市は男
146．4，女161．7となっている。これが
温きいことは，転入者の多いことを示
すことになる。この倉敷市域をみる
と，倉敷町はそれぞれ117．6，141．5で
あって，岡山市ほどではないがかなり
大きい。そのほかの町村をみると，か
なりの町村が全県を上回るが，ことに
万寿村が男142．5と女212．9，味野町が
男154．8と女211．0で，男は岡山市を上
回るかそれに近く，女においてそれを
はるかに上回っている。これらにおい
ては男女ともに転入者が多い。ことに
女においては著しい。小田村，琴浦町・
も同様の傾向を示す。下津井町，茶屋
第3表　本籍人口に対する現住人口
　　　指数　　　　　　（1920年）
?
二
二　山　県 90．4 95．5
岡　山　市 146．4 161．7
倉　敷　町 117．6 141．5
大　高　村 80．2 84．0
萬　寿　村 142．5 212．9
中　洲　村 83．3 87．6
中　庄　村 80．2 89．5
帯　江　村 95．0 96．6
菅　生　村 87．4 94．5
豊　洲　村 84．5 89．3
茶　屋　町 98．7 108．2
庄　　　村 86．7 88．6
粒　江　村 86．9 9L8
福　田　村 82．6 87．0
藤　戸　町 71．0 93．5
味　野　町 154．8 211．0
赤　崎　村 88．2 97．5
下津井町 104．8 103．6
本　荘　村 94．0 95．6
小　田　村 103．9 106．4
琴　浦　町　’ 99．3 100．0
郷　内　村 90．7 92．0
玉　島　町 9L8 99．6
長　尾　村 88．9 93．7
河　内　村 97．4 101．5
富　田　村 85．1 91．0
連　島　町 83．2 87．4
黒　崎　村 86．7 93．7
註1）r大正9年岡山県統計書』より
　作成．
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町もまたそうである。・
　このように，それが著しい町村がいくつかあるが，しかし他方では，岡山
県全県を下回る町村もかなりある。大高村，中洲村，中庄村，豊洲村，庄
村，’福田村，連島町などである。これらは上でみた人口増加の小さいとこ
ろ，人白減少さえみられたところと重なるものが多い。
3　職業別構成
　第4表は，職業別構成を示す。この年の本業者は，岡山県全県は，男は農
業55．6％，水産業2．4％，鉱業0．72％，工業17．2％，商業10．2％，交通業
4．5％，公務自由業6．0％，其ノ他ノ有業者1．2％，家事使用人0．03％，無職
者3．4％，女は農業64．4％，水産業0．17％，鉱業O．16％，工業19．6％，商業
8．8％，交通業0。33％，公務自由業2．2％，其ノ他ノ有業老0．88％，家事使用
人0．07％，無職者3．3％である。岡山市は，男は農業3．2％，水産業0．09％，
鉱業0．44％，工業24．5％，商業29．2％，交通業9．6％，公務自由業9．6％，其
ノ他ノ有業者2．8％，家事使用人O．09％，無職者13，4％，女は農業2．7％，水
産業0．01％，鉱業0．03％，工業43．2％，商業25．1％，交通業1．2％，公務自
由業8．7％，其ノ他ノ有業者2．1％，家事使用人0．19％，無職者18。1％であ
る。このこととの比較のうちに市域の町村の特徴をみていぎだい。
　これらの町村のうち，工業が岡山県のそれよりも大きいのはかなりある
が，工業都市でもある岡山市のそれを上回るところは，男では，万寿村
49．7％，琴浦町47，8％，赤崎村46．1％，河内村42．3％，茶屋町40．9％，倉敷
町40．8％，味野村38．7％，小田村35．5％などで，女では，万寿村74．3％，三
浦町71．2％，小田村65．2％，中庄村63．5％，河内村62．1％，倉敷町60．6％，
玉島町52．4％，長尾村51．7％，赤崎村50．6％などである。これらは工業の
ウェイトがかなり大きいところといえる。これらの町村は，他方では農業の
ウェイトは全県よりかなり小さいところである。
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第4表　本業者職業別構成 （1920年）
?
女
農　業 水産業 工　業 商　業 交通業 公　務ｩ由業 無職者 農　業 水産業 工　業 商　業 交通業
公　務
ｩ由業 無職者
岡山県 55．6％ 2．4％1ア．2％ 10．2％ 4．5％ 6．0％ 3．4％64．4％ 0．17％ 19．6％ 8．8％0．33％ 2．2％ 3．3％
岡山市 3．2 0．09 24．5 29．2 9．6 9．6 13．4 2．7 0．01 43．2 25．1 L2 8．7 18．1
倉敷町 13．0 0．03 40．8 2τ．9 6．7 6．1 3．3 11．4 　 60．6 17．5 0．134．8 4．0
大高村 73．7 一 13．7 5．1 1．4 4．5 0．93 74．2 一 17．3 0．18 0．27 1．3 1．5
萬寿村 27．2 0．17 49．7 lL2 5．1 3．6 1．7 18．0 0．04 74．3 4．5 0．29 1．2 1．4
中洲村 58．3 0．07 26．4 9．7 1．6 4．5 1．3 50．7 一 35．1 7．9 一 2．4 1．7
中庄村 61．1 1．2 17．4 8．7 3．1 3．8 2．1 273 一 63．5 5．5 0．33 0．54 2．7
帯江村 69．8 0．10 12．1 9．3 2．4 4．4 1．0 71．8 一 20．8 5．1 0．14 0．68 0．68
菅生村 66．6 一 8．1 12．2 2．2 3．2 0．81 58．6 一 32．3 5．3 一 1．1 2．6
豊洲村 73．3 0．26 13．6 6．9 0．40 3．3 0．26 67．8 『 24．7 4．8 一 L1 1．2
茶屋町 35．5 0．了5 40．9 12．1 4．2 2．9 1．4 35．4 　 49．4 10．3 0．16 2．4 1．9
庄　　村 78．7 0．12 7．6 6．5 L7 3．5 0．90 48．5 一 39．5 5．9 一 L4 4．2
粒江村 78．6 0．69 8．8 4．2 0．97 4．6 0．67 86．9 0．60 8．2 2．2 一 0．99 0．99
福田村 64．5 8．7 114 了．3 3．7 2．8 1．2 75．9 0．31 13．0 6．8 0．15 L4 L9
藤戸町 44．9 0．11 22．5 15．0 4．2 3．8 4．2 47．5 一 26．0 14．6 0．76 2．3 7．3
味野町 11．3 9．4 38．7 12．5 7．4 5．4 10．9 5．0 1．1 78．9 5．7 0．7 2．7 4．9
赤崎村 26．9 22．7 46ユ 9．3 1．5 3．7 3．7 24．2 5．6 50．6 10．4 8．2 2．2 1．2
下津井町 4．5 46．0 26．5 10．4 8．2 2．2 1．2 23．8 1．4 25．4 29．1 2．8 7．4 9．5
本庄村 51．1 12．4 19．1 4．6 7．3 3．1 0．13 68．6 0．73 18．6 8．0 0．24 2L7
???
小田村 37．9 6．2 35．5 9．7 5．5 3．3 0．71 23．2 0．17 65．25．2 0．86 1．5 3．1
琴浦町 24．8 6．4 47．8 ．11．6 4．5 2．5 1．2 16．8 0．60 71．2 6．4 0．60 1．4 2．2
郷内村 63．6 0．13 18．5 9．8 2．2 4．5 0．38 62．4 　 25．2 8．3 0．52 1．2 1．7
玉島町 37．9 3．1 27．6 17．5 5．9 4．6 2．2 34．0 0．10 52．4 7．6 0．34 2．2 2．4
長尾村 45．1 0．09 23．1 11．8 12．8 4．5 0．70 54．7 0．29 51．7 16．2 0．43 1．7 2．7
河内村 39．9 『 42．3 9．4 3．1 3．1 1．6 28．4 一 62．1 7．8 一 0．44 1．1
富田村 79．2 0．31 8．8 』4．5 2．4 2．8 1．2 65．9 0．07 28．8 3．1 0．15 0．74 1．1
連島町 63．1 1．9 17．9 8．6 3．1 3．0 1．3 46．9 0．37 42．7 7．2 0．03 L2 1．0
黒崎村 54．3 13．8 14．6 10．2 2．3 3．2 1．4 45．2 0．18 47．04．0 0．18 L2 1．5
註1）第1表と同一書より作成．
　2）職業には，以上のほかに鉱業，其ノ他ノ有業者，家事使用入があるが，掲載は省略した．
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　他方，農業のウェイトが全県よりもかなり大きい町村は，男では，富田村
79．2％，庄村78．7％，粒江村78．6％，大高村73．7％，豊洲村73．3％，帯江村
69．8％，菅生村66．6％，福田村64．5％などであり，女では，粒江村86．9％，
福田村75．9％，大高村74．2％，帯江村71．8％，本荘村68．6％，豊洲村67．8％
などである。男女ともに全県を大きく上回るのは，粒江村、t帯江村，福田
村，豊洲村などであり，これらは純農村である。このほかでは，倉敷町が男
女ともに商業がかなり大きく，商業の拠点であることを示している。また玉
島町や藤戸町にも商業のウェイトは一定程度あり，これらが商業取引地であ
ることを反映している。このほかでは男において長尾村，下津井町，味野
町，本荘村において交通業のウェイトが一定程度あること，都市的様相を反
映する無職者のウェイトが味野町において一定程度あることなどが注目され
よう。下津井町は男において水産業が46．0％という大きさである。
　こころみに比較のためにあげた宇野町，日比町は男において工業はそれぞ
れ46．2％，59．7％，交通業はそれぞれ9．5％，18．1％であって，抜群の大きさ
である。
4　年齢別人口
　第5表は，このような職業別構成をとる倉敷市域町村の年齢別人口構成を
示す。
　岡山県は男は14才以下含4．6％，15～19才9．1％，20～24才7．7％，25～39才
18．1％，40～59才20，5％，60才以上9．9％であるが，岡山市はそれぞれ
29．6％，13．3％，9．7％，21．4％，20．0％，6．1％である。女は岡山県は14才
以下33．3％，15～19才9．7％，20～24才8．0％，25～44才24．2％，45～59才
13，9％，60才以上10．8％であるが，岡山市はそれぞれ28．8％，ユ4．7％，
9．7％，26．2％，12．6％，8．0％である。岡山市は，男において15～19才，
20～24才，25～39才が大きく，14才以下，40～59才，60才以上が小さい。女
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（1920年）第5表年令別人口構成 ?
女
～14才 15～1920～24 25～39 40～5960～ ～14才 15～1920～2425～44 45～59 60～
岡山県 34．6％r9．1％ 7．7％ 18．1％20．5％ 9．9％ 33．3％ 9．7％ 8．0％・ 24．2％ 13、．9％ 10．8％
岡山市 29．6 ！33 9．7 2L4 20．0 6．1 28．8 14．7 9．7 26．2 12．6 8．0
倉敷町 33．0 10．1 8．5 21．8 19．3 7．3 31．7 1415 9．3 25．0 11．7 7．8
大高村 35．5 9．2 6．7 17．9 20．4 10．3 35．0 8．3 8．6 23．8 13．2 11．1
萬寿村 34．7 9．0 8．9 21．3 19．5 6．8 31．2 21．4 10．9 21．3 8．8 6．4
中洲村 37．1 9．8 7．1 16．1 20．7 9．2 33．3 9．9 7．7 24．3 14．0 10．8
中庄村 36．5 9．0 6．9 15．8 21．4 10．4 34．09．8 7．8 23．7 14．4 10．3
帯江村 35．．2 7．7 7．6 19．521ユ 8．9 33．1 8．6 9．4 24．3 14．1 10．5
菅生村 34．6 10．0 7．4 17．4 20．2 10．4 36．7 9．0 7．5 23．2 14．0 9．6
豊洲村 33．5 9．8 8．2 18．6 21．4 8．5 34．4 8．8 9．2 23．7 14．7 9．2
茶屋町 31．4 9．7 8．3 20．9 22．3 7．4 30．4 12．4 9．2 26．4 13．4 8．2
庄　　村 35．4 8．5 7．5 18．6 21．3 8．7 34．2 9．6 7．6 24．6 13．5 10．5
粒江村 32．3 10．3 7．5 18．0 21．6 10．3 34．47．9 8．5 24．6 14．8 9．8
福田村 35．5 8．0 6．9 17．7 20．1 1L8 34．2 8．6 8．8 21．7 14．6 12．1
藤戸町 32．0 7．9 8．2． 18．8 24．0 9．1 30．3 8．2 9．0 24．7 15．2 12．6
味野町 30．4 15．1 8．3 20．8 18．7 6．7 32．8 20．8 9．6 20．7 9．7 6．4
赤崎村 34．2 9．0 8．8 16．5 21．8 9．7 33．5 9．6 8．5 23．2 13．2 12．0
下津井町 36．4 10．0 8．2 18．8 18．5 8．1 37．3 6．9 7．8 25．4 12．1 10．5
本庄村 48．5 8．7 7．2 15．3 20．3 12．8 33．8 8．3 6．5 21．．6 15．3 14．5
小田村 35．6 8．1 7．0 18．4 21．1 9．8 31．0 10．2 8．5 25．3 13．4 11．6
琴浦町 33．3 9．4 7．6 19．3 2LO 9．4 31．1 12．8 9．0 24．1 13．2 9．8
郷内村 32．1 8．3 7．418．9 22．1 11．2 31．3 9．0 8．9 24．7 14．6 11．5
玉島町 41．8 8．4 2．0 18．7 21．1 9．4 33．2 12．0 8．8 22．5 13．0 10．5
長尾村 35．2 8．7 8．3 18．1 19．9 9．8 33．2 8．5 8．8 24．2 14．2 lLl
河内村 35．5 9．5 7．8 18．7 21．1 7．4 35．0 10．0 8．0 26．0 12『D1 8．9
富田村 36．0 9．1 7．8 17．0 19．4 10．7 35．4 8．5 7．5 23．8 13．5 11．3
連島町 35．7 8．8 6．5 17．5 20．7 10．8 32．7 9．8 7．8 22．9 14．4 12．4
黒崎村 36．5　　　9．2 7．5 15．8 20．5 10．5 34．2 10．1 7．8 20．9 14．0 13．0
第1表と同一書より作成
??ー
664
もほぼ同じである。この岡山市の状況はいわば都市的状況を示すものであ
る。このことをもとにこの地域の特徴的な町村をみよう。
　男女ともに15～19才，20～24才において岡山市を上回っている町村は一つ
もないが，味野町が男の15～19才が15，1％で岡山市を上回っているほか，女
については15～19才において万寿村が21．4％，味野町20．8％，20～24才にお
いて同じく万寿村が10．9％で，岡山市を上回っている。倉敷町，意業町もこ
れに近い。なお，万寿村，味野町は女においては60才以上は岡山市よりもか
なり小さい。これらの町村は岡山市以上に都市的傾向をとっているといえ
る。
　なお，宇野町，日比町は15～19才，20～24才，25～39才（女は29～44才）
において全県をかなり大きく上回る。ことに男の25～39才が27．0％，28．2％
というこれまた抜群の大きさである。
5　配偶関係・未婚率
　第6表は未婚率を表示する。岡山県は，男は未婚50．3％，有配偶42．8％，
死別5．2％，離別1．7％，女は未婚42．8％，有配偶43．1％，死別11．2％，離別
1．9％である。岡山市は，男は未婚53．1％，有配偶40．8％，死別3．9％，離別
2．2％，女は未婚47．7％，有配偶37，8％，死別11．6％，離別3．0％となってい
る。倉敷市域の町村で，未婚率が岡山市を上回っているのは，男では下津井
町の53．5％のみであるが，それに近いのは味野町，中洲村などである。女
は，味野町57．5％，万寿村55．8％，倉敷町49．6％が岡山市をかなり大きく上
回るとともに，琴浦町，玉島町なども岡山市にかなり近い。岡山市にみられ
た未婚率の大きさは，都市的傾向であるとすれば，これらの町村においても
それにかかわる要因にもとつくということであろう。
　なお比較のためにあげる宇野町，日比町は男女とも未婚率は全県を下回っ
ていることは注目すべきことである。
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第6表　配偶関係，未婚率 （1920年）
?
女
未　婚 有配偶 死　別 離　別 未　婚 有配偶 死　別 離　別
岡山県 50．3％ 42．8％52％ 1．7％ 42．8％ 43．1％11．2％ L9％
岡山市 53．1 40．8 3．9 2．2 47．7 37．8 11．6 3．0
倉敷町 50．5 43．0 4．8 1．7 49．6 37．0 10．9 2．5
大高村 49．5 44．4 4．6 ！．3 43．0 43．6 1L4 1．9
萬寿村 48．3 46．3 3．4 2．0 55．8 33．5 8．0 2．7
中洲村 52．6 41．3 4．7 L3 43．8 42．4 12．0 1．9
中庄村 50．5 41．5 6．0 2．0 43．6 43．3 11．7 1．4
帯江村 48．0 46．3 4．1 1．6 41．0 46．9 10．81．4
菅生村 49．2 43．3 5．3 2．3 42．3 45．4 10．5 1．8
豊洲村 49．9 43．1 5．7 1．4 42．8 44．9！L3 0．96
茶屋町 47．0 46．0 5．2 L8 43．5 43．010．9 2．5
庄　　村 49．8 43．1 5．5 1．6 43．9 42．8 12．31．0
粒江村 46．5 46．3 5．9 L2 41．5 46．1 11．0 1．4
福田村 49．3 44．2 5．2 L4 42．3 44．410．7 1．7
藤戸町 45．8 46．7 5．1 2．4 39．6 44．0 13．82．6
土野町 52．2 43．2 2．8 1．8 57．5 32．4 7．5 2．7
赤崎村 49．3 44．0 5．0 1．8 41．8 46．010．9 2．1
下津井町 53．5 40．2 4．8 1．5 44．1 45．3 9．3 1．3
本荘村 49．5 43．1 6．0 L3 39．9 44．314．2 1．6
小田村 47．9 46．5 4．3 1．3 4L1 45．6 10．7 2．6
中浦町 48．8 45．5 4．5 1．2 46．2 41．7 10．3 1．9
郷内村 45．6 46．4 5．2 2．8 40．3 46．6 11．0 2．1
玉島町 51．9 41．9 4．6 L6 473 38．5 11．6 2．6
長尾村 49．1 42．4 6．0 2．5 4L8 43．2 12．8 2．2
河内村 50．7 42．3 4．7 2．3 45．1 4L7 10．7 2．6
富田村 51．6 41．5 5．4 1．6 44．4 42．3 11．8 1．5
連島町 50．6 42．2 5．2 2．0 42．8 42．0 ！2．6 2．6
黒崎村 52．8 41．8 4．4 0．98 45．4 40．2 12．8 1．6
註1）第1表と同一書より作成．
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6　準世帯人口
　第7表は，世帯数，人口中の準世帯数とその人口をみるものである。全県
は，準世帯数は全世帯数中のO．76％，準世帯人口の全人口中の比率は男
2．6％，女2，3％，合計で2．5％，岡山市は，世帯数で1．5％，準世帯人口の全
人口中の比率は男8．4％，女10．0％，合計で9．2％である。準世帯とは，部隊
軍艦船（陸軍・海軍），監獄，留置場，寄宿舎（学校・工場・其他），養育
院・感化院・其他ノ慈善的場舎，病院，合宿所，船舶，其他となっている。
一般的には学校・工場などの寄宿舎であろう。準世帯人口のウェイトの高い
ことは，都市的現象である。
　この倉敷市域の町村についてみると，世帯数で岡山市を上回るのは，玉島
町，味野町，茶屋町，下津井町であり，倉敷町がかなり近く，琴浦町，方寿
村もかなり大きい。準世帯人口についてしいえば，i琴浦町，万寿村，茶屋町
が男女合計において岡山市の男女合計をかなり大きく上回る。男女別には，
男で岡山市を上回っているのは，味野町だけであり，岡山県を上回るものも
倉敷町，茶屋町，下津井町，琴浦町にとどまる。これに対して，女は，味野
町，万寿村，倉敷町が岡山市を上回り，また，琴浦町，玉島町もかなり近
く，茶屋町，郷内村も全県を上回る大きさである。
　絶対数でいえば，倉敷町には1，240人（うち男261人，女979人），万寿村に
は1，122人（男62人，女1，060人），菰野町1，094人（男255，女839），玉島町
1，035人（男112，女923），琴浦町646人（男145，女501）などとなる。準世帯
員の大きさは女のそれによっているのである。
　1準世帯あたり人口は岡山県は14．9人物岡山市は27．1人であるが，この倉
敷市域の町村のうち，万寿村は74．8人，味野町は60．8人で，この岡山市を遥
かに上回っている。玉島町，倉敷町もわずかではあるが岡山市を上回ってい
る。そして，それらの町村の準世帯1あたりの大きい人口のうち，万寿村は
そのうちの70．7人，三野町は46．6人，さらに玉島町もそのうちの46．6人，倉
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（1920年）第7表　準世帯人口
準　　世　　帯　　人　　口 総世帯数・人口中の比率 準世帯1戸あたり人口
人　　　　　　　口 人　　　　　　　口世帯数 合　計
?
女 世帯数 合　計
?
女 合　計
?
女
塾　山　県 2，02130，05615，779 14，2770．76％ 2．5　。 2，6　00 2．3　％14．9人 7．8人7．1人
岡　山　市 332 8，721 3，842 4，8791．5 9．2 8．4 10．0 27．1 11．9 15．2
倉　敷　町 42 1，240 261 979 1．4 9．6 4．4 14．0 29．5 6．2 23．3
大　高　村 1 2 一 2 0．10 0．40 一 0．09 2．0 一 2．0
萬　寿　村 15 L122 62 1，060 Ll 17．0 2．3 27．3 74．8 4．1 70．7
中　洲　村 3 20 20 一 0．31 Q．45 0．9Q ㎝ 6．7 0．7 一
中　庄　村 1 2 2 一 0．12 0．05 0ユ1 一 2．0 2．0 一
帯　江　村 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一
望　生　村 一 一 一 一 一 ｝ 一 皿 一 一 一
豊　洲　村 2 10 9 1 0．84 0．43 0．77 0．095．0 4．5 0．50
茶　屋　町 19 242 106 1361．7 4．8 4．3 5．3 12．7 5．6 7．2
庄　　　村 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
粒　江　村 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
班　田　村 3 7 4 3 0．15 0．08 0．09 G．06 2．3 1．3 1．0
藤　戸　町 3 16 7 8 0．45 0．56 0．51 0．60 5．3 2．3 3．0
味　野　町 18 1，094 255 839 1．7 2L1 11．5 28．3 60．8 14．2 46．6
赤　崎村 2 16 12 4 0．36 0．70 1．0 0．35 8．0 6．0 2．0
下津井町 33 189 170 19 1．6 2．3 3．9 0．25 5．7 5．2 0．58
本　庄　村 2 5 4 1 0．35 0．21 0．34 0．06 2．5 2．0 0．50
小　田　村 8 58 37 21 0．31 1．2 0．92 1．4 7．3 4．6 2．6
琴　浦　町 28 646 145 501 1．1 6．0 2．9 8．9 23．1 5．2 17．9
郷　内　村 8 55 22 33 0．71 L2 0．92 4．4 6．9 2．8 4．1
玉　島　町 34 1，035 112 9237．4 4．9 1．2 8．330．4 3．3 27．1
長　尾　村 4 9 4 5 0．48 0．25 0．22 0．172．3 1．0 1．3
河　内　村 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
富　田　村 ｝ 一 一 一 』 一 　 一 一 一 一
連　島　町 2 15 9 6 0．08 0．15 0．18 0．117．5 4．5 3．0
黒　崎　村 6 52 50 2 0．41 0．48 1．6 0．06 8．6 8．3 0．33
註1）第1表と同一書より作成．
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敷町も23．3人が女であるというようにその大部分が女である。女子の大寄宿
舎生活を反映しているといえよう。
　なお，宇野町，日比町は男において全県を上回るとはいえ岡山市には及ぼ
す，男女ともに大きいとはいえない。
7　出生地
　「国勢調査」は出生地を調査している。1920年の「国勢調査」では各市町
村について自市町村生，自市町村外生を記すが，全県，市，郡部一括のそれ
ぞれについて自市町村外の内容を記載している。第8表は，人口中の自市町
村外生のウェイトを示すものである。自市町村外生は全県は男26．1％，女
44．5％であるが，岡山市は男は64．4％，女は66．2％で，それぞれ2．5倍，1．5
倍の大きさである。自市町村外生が多いことは都市的特徴である。
　倉敷市域の町村についてみると，男で岡山市を上回るのは，万寿村
61．8％，味野町60．4％であり，ほかに倉敷町もかなり近い。i琴浦町，下津井
町，藤戸町，河内村，小田村などは岡山市には及ばないとはいえ，全県を大
きく，あるいはかなり上回っている。女では，万寿村，春野町はそれぞれ
80．9％，74．8％と岡山市をかなり大きく上回っており，倉敷町も岡山市に近
い。岡山市に及ばないとはいえ，琴浦町，小田村も全県をはるかに上回る大
きさである。
　1920年の「国勢調査」では，世生地は自市町村と自市町村外との二つだけ
であるが，1930年の「国勢調査」では各市町村について自市町村生，自県自
市町村外生，他府県生，内地外生，を記す。第8表にはこの1930年の状況を
も示す。自市町村外生は全県は男23．0％，女44．8％であるが，岡山市は男は
6！．7％，女は62．8％である。岡山市は男女ともに自市町村外生が多いが，そ
れは県内他市町村生が大きいが，同時に他府県生の割合が相対的にかなり大
きい。
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第8表　自市町村外生の比率
1920年 1930年?
女
?
女
自市町村ｶ 自市町村O生 自市町村ｶ 自市町村O生 自市町村ｶ 県内他市ｬ村生 他府県生 内地外生 自市町村ｶ 県内他市ｬ村生 他府県生 内地外生
岡山県 73．9％26．1％ 55．5％ 44．5％73．0％ 18．5％τ．4％ 0．99％55．2％ 35．0％ 9．3％0．50％
岡山市 35．6 64．4 33．8 66．2 38．3 38．82L2 1．6 372 38．4 23．5 0．86
倉敷町 46．5 53．5 35．8 64．2
大高村 82．8 17．2 52．9 47．1｝隔 37．9 13．3 1．2 37．9 41．0 20．4 0．68
萬寿村 382 61．8 19．1 80．9
中洲村 78．1 21．9 53．4 46．6 62．92L7 12．9 4．5 43．0 44．7 10．3 1．9
中庄村 78．3 21．7 55．6 44．4 78．514．8 6．2 0．56 55．8 36．3 9．9 0．21
帯江村 78．0 22．O 51．2 48．8 78．2 16．74．8 0．30 51．7 40．5 7．8 一
菅生村 87．4 12．6 56．3 43．7 84．911．3 2．9 1．1 55．3 40．3 3．9 0．51
豊洲村 80．2 19．8 55．7 443 80．9 15．0 3．7 0．52 54．0 40．4 5．0 G．43
茶屋町 59．0 42．4 41．0 57．6 59．127．6 12．2 L1 40．4 39．8 19．0 0．76
庄　　村 87．4 12．6 61．9 38．1 87．09 7 2．6 0．79 61．6 34．7 2．9 0．76
粒江村 86．3 13．7 53．946ユ 86．6 10．8 2．4 0．19 55．6 39．7 4．6 0．09
福田村 83．5 16．1 64．5 35．5 85．9 10．62．9 0．59 66．7 29．5 5．5 0．31
藤戸町 69．4 30．6 49．1 50．9 64．6 24．5 9．7 1．2 46．3 41．7 11．4 0．56
味野町 39．6 60．4 25．2 74．840．1 29．7 28．6 ／．6 30．6 30．2 38．5 0．77
赤綺村 74．1 25．9 54．4 45．6 68．0 16．3 14．9 0．83 53．9 28．3 17．5 0．29
下津井町 68．6 31．4 65．5 34．58L8 7．8 9．4 0．93 72．5 12．4 15．1 Q．08
本庄村 85．5 14．5 70．0 30．0 87．7 6．9 4．8 0．59 67．0 22．6 8．1 0．32臨
小田村 70．8 29．2 46．3 53．7 67．716．1 15．0 1．2 43．8 32．3 22．9 ’1．0
琴浦町 62．0 38．0 44．555．5 59．0 17．6 22．8 0．3945．1 23．2 35．8 0．34
郷内村 81．4 18．6 56．2 43．8 80．5 14．24．8 0．56 57．5 35．5 6．9 Q．12
玉島町 76．3 23．7 55．4 44．6 75．3 16．28．0 0．51 57．6 28．8 13．9 0．30
長尾村 78．0 22．0 51．5 48．5 75．819．7 4．0 0．48 54．0 39．8 5．7 0．43
河内村 69．8 30．2 48．15L9 89．3 9．2 1．2 0．24 57．5 39．4 3．0 0．15
富田村 88．6 11．4 56．5 43．590．6 6．7 2．6 0．10 67．9 27．6 4．5 ⑪．09
連島町 84．3 15．7 67．5 32．5 84．9 12．32．3 0．50 67．7 28．7 3．5 0．17
黒崎村 89．5 10．5 65．4 34．6 72．6 21．45．3 1．3 49．1 43．2 7．1 0．62
1）第1表と同一書ならびにr昭和5年国勢調査報告書第4巻府県編　岡山県』より作成．
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　倉敷市域の町村をみると，自市町村外が倉敷市より大きいのは，男は味野
町，琴浦町であり，女は味野町，茶屋町，中洲村，小田村，琴浦町，藤戸町
などである。これらのうち，味野町，琴浦町，そして小田村も他府県生の
ウェイトが大きく，茶屋町，中洲村，藤戸町などは県内他市町村生の割合が
大きい。このよう差異がある。
　児島地区の味野町，琴浦町，小田村の三町においては，男女ともに，こと
に女において他県出生の者が多いことになる。倉敷市も同様の傾向にある。
これらの町村にはことのほか他地域からの流入の大きいことを示していると
いえる。
　なお自市町村外生は宇野町は男66．1％，女66．2％，日比町は男70．4％，女
70．8％で自市町村生は抜群の大きさである。1930年でみると他府県生が宇野
町は男29．9％，女28．7％，日比町は男38，8％，女37．7％であって男女ともに
きわめて大きい。
8　町村の特徴
　以上の検討から，この後に倉敷市域を構成する町村について，つぎのよう
に整理することができる。
　人口増加率，男女比率，本業者農業工業比率，年齢別構成，未婚率，準世
帯人口比率，他市町村・他府県生比率，それと現住人口・本籍人口比率とい
ういくつかの指標において，それが大きい町村はほぼ共通の町村である。そ
れらは倉敷町，万寿村，佃野町，小田村，玉島町，茶屋町，藤戸町，そして
赤崎村である。
　これらの町村のうち倉敷町は岡1」」市につぐ県下第この商工都市である。そ
の他の町村については，「大川河口は沖積地にして製塩血行はる」（藤野町），
「味野町と共に早くより製塩業行はれ，また綿小倉綿糸学生服の産出多し」
（芝浦町），「早くより製塩業盛んなるを以て著名なり」（児島町），「此の港は
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笠岡と共に国内の要津にして，百貨集散し，商業稽や繁盛なり」「古来四国に
わたる要津として栄えたが，宇野が鉄道省連絡船の発着点となって以来，そ
の賑ひは奪われた形である。しかし，綿糸と足袋とを主産業とする，人口二
面三千の商工都市として，…　　県下第四の都会である」（玉島町），「児島半
島の中部にある機業地にして混晶畳表をも産す」（茶屋町），「倉敷川に沿う
て市区をなす」（藤戸町），「製塩業を以て著名なる村落にして」ザ下津井鉄道
は本村の中央を南北に貫通し物資の集散盛なり」（赤崎村），「倉敷市の西方，
東高梁川の西岸に介在せる狭長なる村落」（中洲村），などと，やや後年のも
のではあるが『市町村別日本国勢総覧』中巻（1934年　帝国公民教育協会）
に記されているところである。このなかのいくつかの町村は製塩業をもって
その産業としてあげているが，しかし「国勢調査」の職業構成には水産業の
ウェイトはこれらの町村といえども大きくなかった。さまざまな指標のなか
で，中心になるものは工業人口の比率である。そこで工業の内容を検討しよ
う。
　1920（大正9）年1月1日現在の職工10人以上の工場を収録する農商務省
編纂r工場通覧一大正10年11月置（日本工業倶楽部）によると，この倉敷市域
の町村別の工場の所在状況はつぎのごとくとなる。綿糸紡績工場であるが，
岡山県にはいくつかの綿糸紡績工場がある。この倉敷地域には，：倉敷市に倉
敷紡績株式会社倉敷工場（明治22年10月　職工1，658　内女1，326），同万寿
第一工場（大正4年5月　職工1，564内女1，157），同万寿第ニエ：場（大正7
年11月　職工716　内女664），琴浦町に近江帆布株式会社雨湿工場（明治15
年11月職工635　醜女493），玉島町に倉敷紡績株式会社玉島工場（明治13年
1，750　内1，420），株式会社半田綿行紡織部（明治34年11月職工337　内女
242）がある。
　紡績工場以外では，i琴浦町に織物工場25（職工二数1，018），染色整理工場2
（26），縫製工場5（142），染料工場2（110），酒造工場2（23），小田村に
織物工場15（358），縫製工場2（31），茶屋町に織物工場5（622），藺延工場
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4（186），郷内村に織物工場3（98），酒造工場1（15），藺延工場1（10），
本荘村に織物工場1（18），下津井町に織物工場2（36），赤崎村に織物工場
1（10），製薬工場1（19），酒造1（18），縫製工場1（60），味野町に織物
工場2（29），藤戸町に藺延工場1（12），福田村に酒造3（55），粒江村に1
（27），中庄村に2（39），中洲村に藺延1（10），万寿村に織物工場2（139），
倉敷町に真田工場ユ（11），藺延1（10），玉島町に織物工場2（78），製薬工
場1（69），縫製工場1（15），長尾村に織物工場1（15），紙製品工場1
（24），河内村に藺延6（68），富田村に酒造工場1（26），黒崎村に酒造工場
2（20）がある。
　このほかに古河鉱業株式会社水島精錬所（大正5年9月　職工632　内男
工502）が下津井町字水島にある。
　結局，玉島町には6工場・男工517・女工1，732，琴浦町には37工場・男工
687・女工1，267，万寿村には4工場・男工583・女工1，377，倉敷町には3工
場・男工338・女工1，341などである。玉島町，倉敷町，万寿村，i琴浦町など
には紡績工場，織物工場があり，ここに多数の女子労働者が存在していた。
　以上のことを踏まえて，戦前期の倉敷市域の町村の特徴を整理したい。
　第一は都市としての倉敷町である。ここはさまざまの指標において岡山市
とともに都市的傾向をみせている。ここには倉敷紡績株式会社本社工場があ
り，工業都市として側面をもつ。これが職業別構成において工業のウェイト
の大きさ，ことに女におけるそれの一大要因となっている。しかしここは商
業，交通業のウェイトも工業とともに高く，商業・流通の拠点であり，かっ
そうであることがそれに反映されている。このように商工業の都市である。
さらに，公務自由業の一定の高さなど，岡山市につぐ第二の都市としてのそ
の他の都市的傾向もみられる。総じて都市的な住民構成上の傾向を示す。
　万寿村はこの倉敷町に接する。ここには二つの同紡績会社の万寿工場があ
り，一一．一挙に工業地となった。男女の職業構成における工業のウェイトの大き
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いこと，男において20～24才，25～39才において最大であること，準世帯人
口が男女ともに大きく，ことに女において9％を超えてこの市域町村にあっ
て最大であること，自市町村生が相対的に小さいことなど，女子労働者をも
ともなう紡績工場の所在を反映したものとなっている。
　味野町，土浦町，小田村，それに赤崎村は児島地区の町村である。これら
の町村は職業別構成では工業のウェイトが大きく，ことに女においてそうで
あった。年齢別においては若年者がことに女において多く，未婚率が高く，
準世帯が多い。そして出生地においては，自市町村，ことに他府県の割合が
大きい。これらは児島の繊維工業が展開した地域であり，繊維工業地である
が，この繊維工場の労働者，ことに若年の女子労働者が県外から集まり，工
場寄宿舎に居住しているという労働者の存在状況を示しているといえる。総
じて，繊維工業地としての状況を示す。
　これらの町村は工業の発展にもとづき，工業地域的進展をみせ，活況を呈
しているところである。
　玉島町，茶屋町，藤戸町は以上の町村とは大きくことなる。玉島町には二
つの紡績工場があるが，全体としては工業のウェイトはそれほど大きくな
い。玉島町はかつての最大の要港であり，物産集積地であったところであ
る。このように物産集散地として繁栄したところであるが，人口の増加率が
小さいことにみられるように停滞的状況を示す。そしてこの玉島町だけでな
く玉島地区は総じて停滞的状況にある。茶屋町，藤戸町はいずれも金毘羅往
来の要地，汐入川あるいは倉敷川の川湊として栄えたところであり，町制施
行も茶屋町1896（明治29）年，藤戸町1915（大正4）年と早い。地方的産業
もあるが，工業の展開は顕著ではなく，周辺農村の町場として展開している
ところである。
　下津井町は漁業地である。それは男女における水産業のウェイトの高さに
示される。しかし，この下津井町は1902年から1920年にかけて人口の増加率
は極めて大きかった。それは女にもみられるが，男において顕著なのであ
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る。すでにみたようにこの下津井町では水島に1916（大正5）年に古河鉱業
株式会社水島精錬所が開業した。1920年には職工632人であるが，うち男工
は502であって，下津井町の人口増加の大きさは主としてこれによるものと
思われる。未婚男子の大きいこともこれによっているであろう。
　以上のように岡山県にあって相対的に工業の展開があり，都市化的傾向が
みられるなかにあって，農村としての様相を顕著に示す念々がある。福田，
粒江，派内，庄，豊洲，帯江，菅生などの沈々である。多くは児島北部から
旧都窪郡の東部に所在している。ここでは人口の減少している村さえもみら
れるのである。
　なお比較のためにあげた児島郡宇野町，日比町は前掲『市町村別日本国勢
総覧』に，「岡山より宇野線通じ，宇野高松間の連絡航路あり，本土，四国連
絡の要地に当れり。　…　　本県運輸交通の一中心をなすに至れり」（宇野
町），「備讃海峡の小港市として早くより発達せし所なり」（日比町）とある。
さらに同書によれば宇野町は1909（明治42）年に宇野港築港，翌年国鉄宇野
線開通，これにより岡山県の海門として面目を一新した，さらに1917（大正
6）年4月三井物産株式会社は築港西南部埋立地に造船部の仮工場設立した
が，これにより「各地の商人，職工並労役者は翁然蝟集し以って今日の市街
を形成するに至り急速の発展をなし，商業も頓に殴賑を来した」「翌七年此
造船工場は隣接地の日比町大字玉に移転」したというところである。同じく
前掲r工場通覧』によると，この三井物産株式会社造船部玉工場は職工
3，014（内男工2，968）人という巨大工場となっている。この両町がこれまで
にみた男女構成において男比率の大きいこと，人口の急速な増加のあったこ
と，工業および交通業のウェイトの高いこと，年齢別でことに男において壮
年が多いこと，自帯町村外生，ことに他府県生の多いことは以上のことを反
映していえる。未婚率は大きくないこと，準世帯人口比率も大きくないこと
は，これら工業，交通労働者が家族持ちが多いことを示すものといえよう。
繊維工業のウェイトが大きい倉敷市域の工業地とは大きく異なっている。
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　このように等しく倉敷市域にあるとはいえそれを構成している町村は多様
である。これら性格を異にする町村の相互の結びつき方と結びつきの程度な
どの解明が一つの地域を対象とした近代地域史研究の重要な一課題であると
いえよう。
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